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核兵器廃絶をめざす
富山医師・医学者の会 会報

2015.4.17
核兵器廃絶をめざす

富山医師・医学者の会

富山市桜橋通り6-13
電話 076-442-8000

4/14 福井地裁が初の仮処分を決定

司法が原発再稼働にストップ！

主な内容

●「高浜原発再稼働差し止め仮処分を受けて」 （各世話人）………………………………２

●「３・７さようなら原発県民集会」で金井世話人代表がトーク………………………３～４

●各紙の報道から………………………………………………………………………………５～８

４月１４日、関西電力高浜原発３、４号機

の安全対策は不十分だとして、住民が再稼働

差し止めの仮処分を求めた訴訟で、福井地裁

は「再稼働してはならない」との決定を下し

ました。

仮処分で差し止めを認めたのは初めて。大

飯原発差し止め判決が上位審で確定するまで

拘束力が発生しないのに対し、仮処分はただ

ちに効力を発揮し、今後の関電の異議申し立

てや本訴で今回の決定が覆されない限り、再

稼働ができなくなりました。

「規制委『新基準』では安全は確保されない」

決定の最大の特徴は、政府や電力会社が再

稼働の拠り所としている原子力規制委員会の

「新基準」はゆるやかで合理性を欠き、安全

性が確保されたとはいえないとしていること

です。その「新基準に適合した」とされる施

設・設備の耐震性への疑問、フィルター付き

ベントの設置や免震重要棟建設の先送り、む

きだしの核燃料プールの危うさなど、高浜原

発の具体的な脆弱性を指摘し、これらは深刻

な事故はめったに起きないだろうという甘い

見通しに基づいていると指弾しています。

原発推進派は一斉に反発

この仮処分の決定に対し、政府や再稼働を

推進する側からは、「これまで通り規制委の

審査に基づいて粛々と進める」「異質で偏っ

た少数意見」「最高裁の判例を逸脱」「原発

の安全性は専門家に任せるべき」などの批判

が出ています。

＊ニュースを伝える各紙（左から朝日、北日本、北陸中日）
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沖縄で福島で侵害されている人格権

世話人副代表 小栗 絢子

福井地裁、樋口英明裁判長による、高浜原

発再稼働差し止め仮処分決定の報道を１４日

夜のニュースで知りました。

反原発運動がなかなか思うようにいかない

中、原告の方たちによって勇気ある裁判闘争

が行われ、今回の決定がありました。まだ司

法は生きている！！ものすごい力になってい

ると実感しました。

仮処分決定の中で「原発再稼働は住民らが

人格権を侵害される具体的危険性がある」と

明確に述べております。福島で、沖縄で、国

民の人格権はあらゆるところで侵害されてお

ります。これを力に全国民の願いである原発

廃止への一歩になることを願っています。

あってはならないスラップ訴訟

世話人副代表 小熊 清史

「賠償恐れず…」という記事が気になりま

した。いわゆる「スラップ訴訟」を懸念する

内容です。富山でも、最近ありました。震災

がれきの搬入に抗議していた地元住民を、富

山市長が「威力業務妨害」で告訴しました。

スラップ訴訟とは“strategic lawsuit ag
ainst public participation”の略で、大企

業や政府などの優越者が金や権力を持たない

最高裁司法研修所において全国の地裁判事を

対象に開かれた研究会では、従来のやり方に

疑問の声が上がったといいます。

今回の決定を下した樋口裁判長は４月１日

付で名古屋家裁に異動となりましたが、同じ

管内であることから名古屋高裁の判断で「職

務代行」という制度で引き続き本件を担当で

きるようになっていました。

裁判官人事が最高裁事務総局人事局に事実

上握られている現在、樋口裁判官のような人

はまだ少数です。しかし、強権的な政府が強

引に進める原発再稼働を巨大与党が牛耳る国

会では牽制できなくなっている今、三権分立

の最後の砦である司法の変化の兆しは、原発

のない安全な日本を願う国民にとっておおい

に心強いものです。

それらに共通して引用されているのは、１

９９２年の四国電力伊方原発訴訟における最

高裁判決です。「原発の安全審査は高度で最

新の科学的、総合的な判断が必要で、行政側

の合理的な判断に委ねられている」とあるよ

うに、これまで裁判所はその判断の内容につ

いては口出しせず、手続きが合法かどうかの

みを扱うという姿勢でした。それらの訴訟で

は訴状の門前払いや原告側敗訴が続くのはあ

る意味当然のことでした。

福島第一原発事故後に変化の兆しが

しかし福島第一原発事故を目の当たりにし

て行政判断を優先するそれまでの論理に裁判

官の間でも動揺が拡がりました。事故の翌年、

仮処分決定の報を聞いての感想

血が通っていた司法の世界

世話人代表 金井 英子

高浜原発３、４号機の再稼働差し止め仮処

分決定は、大飯原発３、４号機の運転停止判

決に続く、胸の空く判決です。先日私が見た

ばかりの映画「日本と原発」を制作、主演さ

れた河合弘之弁護士さんが満面の笑みを浮か

べて夜7時のＮＨＫニュースにアップで映っ

ておられました。ご自身で映画を作ってまで

戦って来られた姿は神々しいです。

仮処分の決定は「即時有効」とはいえ、関

電が福井地裁や名古屋高裁金沢支部に異議を

申し立てる事が予想されます。また、今後

「関電が本訴訟に持ち込み申立人が負けた場

合は、稼働が遅れた日数に応じて申立人は数

億円にものぼる損害を請求される恐れがある

（北日本新聞の記事）」との事です。家や土

地を失うリスクを背負ってまでも申し立てに

踏み切られた方々に深い感銘を受けました。

そして、樋口英明裁判長が４月１日付で名

古屋家裁に異動になったにも関わらず、福井

地裁で職務を継続できるように名古屋高裁が

命じたことも感動的です。難しい司法の世界

と思っていましたが、血が通っている！と感

じる事が多々あり、今回の出来事は原発再稼

働阻止運動に限りなく大きな推進力となるこ

とと思います。
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個人・市民に対して、恫喝・発言封じ・報復

などの目的で起こす訴訟です。威圧訴訟、恫

喝訴訟、口封じ訴訟とも訳されます。

富山の例は、典型的なスラップ訴訟です。

為政者や大企業が、このような性悪な訴訟を、

恥ずかしげもなく起こします。欧米ではスラッ

プ行為を禁止しようとする動きがあるそうで

す。

日本では、こういう行為があることすら知

られていません。申し立てた住民を支えてい

く必要があります。

この判決を若い人に伝えたい

世話人 与島 明美

このような素晴らしい判決が出たことに感

動しています。この判決に対して国は「粛々」

という言葉をだし、関電は「異議を申し立て

る」と言います。

まだ目が覚めないのか悔しい思いです。こ

のような素晴らしい判決を多くの人、特に次

世代を担う若い人に伝えていかなければなら

ないと思います。

これが三権分立

世話人 山本 美和

福井地裁の判決に、うれしく、ほっとする

気持ちを感じました。これが、三権分立なの

ですね。地震の多い日本で原発との共存は難

しい。フクシマを二度と繰り返さない決断が

必要だと思います。

東京電力福島第一原発事故から丸四年の３

月７日、「さようなら原発３・７富山集会」

が開かれました。主催する市民団体の呼びか

け人には、当会の金井英子世話人代表と小熊

清史副代表が名を連ねています。

呼びかけ人のリレートークで金井氏が登壇。

核廃絶医師の会を紹介し、小出裕章京大助教

の最終講演を引用して自身の決意を述べまし

た。（次ページに発言内容を掲載）

講演は大飯原発訴訟の原告

講演講師は小浜市明通寺住職の中嶌哲演氏。

中嶌氏は４０年にわたり小浜市への原発・中

間処理施設の誘致反対運動を続け、昨年５月

の福井地裁が関西電力大飯原発３、４号機の

運転差し止めを命じた訴

訟の原告団の一人です。

法廷での意見陳述を振り

返りながら、判決が示し

た国富のとらえ方は、原

発社会を支えてきた価値

観を転換させる点で感無

量だと述べました。

裁判官の心に訴えた

裁判官に何を訴えたのか。中嶌氏は原発を

巡る裁判が専門的科学技術論争に片寄り過ぎ

ているのではないかとの思いから、裁判官の

心に訴えることに陳述の重きを置きました。

「大飯原発が事故を起こしたらどうなるか、

福島の状況が示しているではないですか」。

福島原発事故被害者の詩や言葉を紹介し、

すべてを奪われ自死した者の怒りや地域が反

目させられる悔しさを訴え、宗教者らしく釈

尊の言葉「一切の生きとし生けるものは幸福

であれ」と結びました。

3・7 さようなら原発県民集会
集会後のパレードで先頭に立つ核廃絶医師の会の世話人

最前列右から小熊氏、金井氏、小栗氏

講演する中嶌哲演氏
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今ほど紹介していただきました金井英子で

す。職業は小児科医師です。

私たちの会は核兵器廃絶を求める運動をし

てまいりましたが、東日本大震災以後は原発

廃止を訴える運動にも重きを置いています。

地震と火山が多い日本で原発を稼働させるの

は不可能と考えたからです。また、核兵器と

原発は同じものを裏と表から見ているにすぎ

ないという事も分かりました。

小出裕章氏の退官最終講演

反原発運動の最前線の砦である小出裕章京

都大学原子炉実験所助教が２月２７日に退官

最終講演をなさいました。

「…東北から関東の１万４千平方㎞という

広大な地域が、放射線管理区域同等の４万ベ

クレル／㎡以上のセシウム１３７汚染をして

いる。この地域から人々を出さなければいけ

ない。

原発稼働により広島原爆９０万発分の核分

裂生成物が溜まっている。処理を子ども・孫

たちに押し付けている。…そして最後に、

（原発廃止のために）皆さん一人ひとりが、

だれかに頼るのでなく、一人ひとりが自分の

責任を果たす生き方をすることが大切です。」

と結んでおられます。

「私」にできること

私はその責任を果たすために３つの事を考

えています。

１、無駄なエネルギー消費を減らすこと。無

駄な電力を消費しない。

２、福島を決して忘れないこと

３、自分たちにもできる反原発運動を考える

『私たちの放射線副読本』に支援を

私たちの会が支援している事をひとつお話

させて下さい。

「とやま原子力教育を考える会」という市民

団体が、『私たちの放射線副読本』というの

を作っています。

実は文科省は２０１４年２月に新版『放射

線副読本』というのを作っています。そこで

は、原発事故に対する記載は僅かであり、放

射線の危険性が殆んど語られていません。故

に、新しい副読本を作成し県内の小中高校に

無料配布しようという企画です。この副読本

ではマスコミがあまり報道しない部分もしっ

かり記載があります。中・高校生向けに、わ

かりやすく丁寧に作られています。

もしも『私たちの放射線副読本』が皆さま

のお手元に届く事があれば、ぜひ手に取って

御一読願います。またこの本の詳しい内容に

ついては、インターネットで「放射線副読本」

「富山」のキーワードで検索すればこの会の

ホームページで見ることもできます。

原発は通常運転の場合にあってさえも周囲

に放射線を出しています。

再稼働は絶対に許せません！

オープニングで歌われた「原発発電 この

地に許すな」の歌を私も歌い継いでいこうと

思います。

一人ひとりが自分の責任を果たすこと

～３・７県民集会リレートークの金井世話人代表の発言～

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
『
わ
た
し
た

ち
の
放
射
線
副
読
本
』
を
紹
介

す
る
金
井
氏

目次

１章 安全ではなかった原発

２章 原発のしくみと放射線

３章 放射線による人体への

影響

４章 放射能汚染の現実

５章 被ばくの現実

６章 管理できない放射線か

ら身を守る

７章 未来に向けて

体裁：Ａ４版、88頁、カラー印刷

発行：とやま原子力教育を考える会

代表 道永麻由美

連絡先：090-7083-8190

私たちの放射線副読本
～子どものたちの未来のために 真実を求めて～
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北陸中日 4/15

北陸中日 4/15

北日本 4/15
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北陸中日 4/15

朝日日 4/15



2015年4月17日

7

北日本 4/15

北陸中日 4/15
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編 集 後 記

・高浜原発再稼働差し止め仮処分の決定を報じ

る大手新聞各紙は、社の原発に対するスタン

スが如実に出ていて面白い。

・一番力が入っているのは北陸中日。記事の量

が最も多く、書き手の熱意が伝わってくる。

「仮処分をめぐる主な争点」も詳しく、福井

地裁の指摘をイラストで示してわかりやすい。

・朝日は「耕論」で法曹界に詳しい専門家を取

材している。政界と経済界が強引にすすめる

原発推進を門外漢口出さずとしていた法律家

たちの間に、福島第一原発の事故を目の当た

りにして、安全性の確認を「専門家」任せに

してきたことの自省があるとのこと。

・北日本も記事は少ないものの、社説では地裁

の指摘を是とし、基準の再検討を求めるスタ

ンスを採用した。北陸電力志賀原発でもその

姿勢を貫いてもらいたいものだ。

・読売は、地裁の指摘の揚げ足取りに終始。古

い最高裁判決を持ち出し、「逸脱」「不合理」

「偏った判断」と相変わらずだ。（Ｓ・Ｍ）

会費納入のお願い

私たちの会の活動は、会費中心に運営して

います。活動の基盤となる財政を確保するた

め、先生の入会ならびに2014-2015年会費の

納入をお願いします。

会の趣旨に賛同し、入会を了承される先生

は、ＦＡＸまたは電話でその旨ご連絡くださ

い。会費納入用郵便振替票をお送りします。

◇年会費 ５，０００円（毎年７月が期首）

◇振込方法

「郵便振替票」をご利用下さい。

◇連絡先

核兵器廃絶をめざす

富山医師・医学者の会

富山市桜橋通り６－１３

フコクビル１１階 TEL 076(442)8000

ＮＡＧＡＳＡＫＩ・１９４５
～アンゼラスの鐘～

被爆70周年 アニメ映画

と き ８月９日(日)10:00～

会 場 サンシップとやま 福祉ホール

参加費 無料

被爆体験を聞く会も開催

主催：核兵器廃絶をめざす富山医師・医学者の会

後援：富山県被爆者協議会 富山県保険医協会

映画の舞台は戦時下の長崎。原爆投下後、爆心地に程

近い浦上第一病院で、医学の可能性と人間の無力さを感じ

ながら医療活動を行なった医師・秋月辰一郎とその周辺の

人々の苦闘を、現在の視点もまじえて描いていきます。


